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グリオブラストーマ（膠芽腫）は極めて予後不良な原発性脳腫瘍で、有効な治療法
が確立されていません。私たちは、“腫瘍間及び腫瘍内で見られるグリオブラス
トーマ細胞の不均一性が、本疾患の理解、診断及び治療の向上を妨げる主要な
要因である”という仮説・切り口のもと、以下２段階のアプローチで本疾患理解に
向けた研究を行なっています。	
１、ヒト疾患に存在するグリオブラストーマ細胞の多様性を１細胞レベルで網羅的
に解析し、さらにそれぞれの細胞特異的に相関が観察される因子（遺伝子変異や
微小環境因子など）の同定を試みます。	
２、介入可能なマウスモデルを利用し、グリオブラストーマ細胞状態の動態や細胞
状態を制御する因子の同定を試みます。	
本発表ではこれらアプローチによる研究成果に加えて、私たちが構築してきたウイ
ルスベクターを利用した疾患マウスモデルや１細胞レベルでの細胞系譜追跡法な
どの技術紹介も合わせて行いたいと思います。 	
	
このセミナーは医学系研究科修士・博士課程の単位認定セミナーです	
	
	
連絡先	
微生物病研究所　発癌制御研究分野	
梶原 健太郎	
（内線8299,	kajiwara@biken.osaka-u.ac.jp）	


